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イベント概要 

 

[企業名]  ジョルダン株式会社 

 

[企業 ID]  3710 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2021 年 9 月期第 2 四半期決算 事業内容・展開について 

 

[決算期]  2021 年度 第 2 四半期 

 

[日程]   2021 年 5 月 14 日 

 

[ページ数]  36 

  

[時間]   09:00 – 09:50 

（合計：50 分、登壇：37 分、質疑応答：13 分） 

 

[開催場所]  103-0026 東京都中央区日本橋兜町 3-3 兜町平和ビル 2 階 

第 2 セミナールーム （日本証券アナリスト協会主催） 

 

[会場面積]  145 ㎡ 

 

[出席人数]  14 名 

 

[登壇者]  2 名 

代表取締役社長    佐藤 俊和（以下、佐藤） 

執行役員 経営企画室長   岩田 一輝（以下、岩田）  
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登壇 

 

司会：お待たせいたしました。定刻となりましたので、ただ今から、ジョルダン株式会社様の IR

ミーティングを開催いたします。 

最初に、会社からお迎えしている、お二人の方をご紹介申し上げます。まず、代表取締役社長の佐

藤俊和様です。よろしくお願いいたします。執行役員、経営企画室長、岩田一輝様です。 

岩田：よろしくお願いします。 

司会：本日は、お二人から個々にご説明いただくこととなっておりますけれども、全てのご説明が

終わりましたら、質疑応答の時間を設けていただいております。 

それでは、よろしくお願いいたします。 

佐藤：ジョルダン、佐藤でございます。緊急事態宣言の中、お集まりいただき、誠にありがとうご

ざいます。 

いつもは、初めにちょっと新しいテクノロジーの紹介をやらせてもらって、それが意外と面白いと

いう方もおられたんですが、前回と今回はコロナウイルスの話で集約しております。 

この後、ガラケーのグラフもありますけど、時代がちょっと変わってきたので、ガラケーとかなん

かも今回をもって表示はなくそうかなと思っていますけど。 
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コロナウイルスで、われわれの対応としましては、原則テレワークでずっとやっております。です

から、新宿の本社で見ても、大体出勤率は 3 割ぐらいですか、7 割ぐらいの社員は在宅でやってい

ると。こういう流れでやっております。 
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ただ、この間、いろいろ単に在宅でやるというよりは、われわれはいろいろな試みをやっておりま

して。前回もちょっと話をしましたけど、PBX、電話交換機をクラウド化する流れですね。それを

含めて、若干事務所の配置を換えております。 

本社の入っているビルは成信ビルといって、世界堂の近くの新宿通りに面したところで、大体 2 フ

ロアで 400 坪弱のところでやっているんですけど、そのそばに実はちょっと古いビルで借りてい

たビルを、実は去年の年末に解約しまして、それで高田馬場と志木にオフィスをつくりました。 

もともとは志木のオフィスというのは、ニューヨークの話を聞いた場合に、いきなりロックダウン

と聞いていましたので、これは東京もそうなったら大変だと思って、去年の 3 月くらいの段階で借

りて。 

暫定的に、そこは緊急のオフィスであればいいかなと思っていたんですけど、電話を引いたりして

いる流れの中でクラウド PBX というやり方があるということで、じゃあ、面白いからこれでやっ

ていこうということでですね。 

極端に言うと、03 の番号で志木でも受けられると。志木から 03 でかけられると。それを今は実は

上海とか合肥とか、中国まで広げています。青森支社があるんですけど、青森は、青森の電話番号
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で僕らは商売になっているんだから、東京の番号では困るという話もありまして、東京の番号でも

かかるようになっていますけど、青森としては番号を持っている。もちろん、今までの地方はみん

なそんな感じになっていますけど。 

これがやはり強力なのは、ハブに突っ込むだけで、例えば自宅でやっていても、在宅でやっていて

も 03 で受けられるわけですよ。ただ、今は営業本部という形にしましたけど、営業本部にかかっ

てきた電話は東京でも志木でも、それから万一の場合在宅で営業をやる場合にも、どこでもその番

号で受けられて、内線で回せる構造なんですね。 

これはすごい僕は新しい流れだと思って。それで、スマホにも実はアプリを入れると、それと同じ

使い方ができるんですけど、残念ながらスマホに関しては、ちょっと音質の問題があって、同じ音

質ではちょっといかないので、自分のスマホから会社の番号でかけることもできるんですけど、そ

れはちょっと止めています。 

これから、多分 Wi-Fi の後にローカル 5G とかいろいろ出てくるので、そういう流れの中で、また

もうちょっとクリアな音質になってくると思うんですけど。テレワークも実はものすごいベースを

与えるみたいなですね、[音声不明瞭]事務所みたいなのができるということですから。 

これが、だから非常に新しい流れと言いますかですね。それは、もちろん FAX も実はクラウド

FAX 同様のやり方がありまして、これは全社的にはまだやっていないんですけど、志木のオフィ

スでは本社の FAX に入ってクラウドで取り出したり、自分のパソコンから送ってということはや

っているんですよね。 

ただ、FAX がいかんという方もいますけども、FAX って結構それなりに一つの役立つ手段ではあ

りますのでね、クラウド化で多分 FAX なしと同じようなことができるのではないかと。 

それと、もちろん Web のミーティングもいろいろやって。結局 Web のミーティングをやるとき

に一番の実は問題というのは、会社側で何人かテレビカメラの前に並んだときに、全然顔が見えな

くなってですね、それでカメラが自動的に話す人に向くようなものもあるようなんです。 

結果的には、今現在は 1 台を置いて、個人の前にパソコンをちょっとみんな置きまして、音がハウ

リングするので本体には非常にいいスピーカーを置くということでやっていると、大体社内だと顔

と声分かりますのでね、Zoom でもって話している人がぴかぴかというぐらいにはならないですけ

ど、画面を出しておいて済むみたいな、そんなやり方でやっていて。 

それで、社内のミーティングも、Webinar をうまく活用すると、実は私が話した話が部長さんとか、

そこにいて部長さん[音声不明瞭]いくというのは全員 Webinar で聞かせると、スピーカーがその管
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理者で、[音声不明瞭]みんな聞けるということになると、一段階パス省略できるんですね。それは

なんか面白いなと思って。 

ただ、その設定が結構ややこしいんで、それは社内でシステムをつくりまして。厳密に言うと、

Webinar で話す人の URL が聞く人と人でちょっと違っちゃうんですよね。 

それをみんなうまく変えて、われわれ社内でやっているカレンダーに張り付けて、そこをクリック

すればみんなが見られると。自分の URL で入れるとかですね。ちょっと手を加えると、販売もで

きるなと思ったりもしながら、いろいろそんなやり方をやっております。 

 

それで、ずっとこの間やってきた、ガラケーからスマホへというのは、もうスマホの出荷台数も若

干減ってきた流れの中で、もうガラケーがほとんどなく。 

ガラホという形で、ガラケーの機能を持ったものが出ているということですけども、ほとんどなく

なって、いつやめるかという時代になっておりますんで、この図も比較対応で。 
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僕はころっと変えるの好きなんですけど、管理部からは、そんなに毎回変えると分からなくなるか

ら、同じ形でやってくれということでやってきましたけど。 

本当はもう End ということでいいと思っています。だから、本当にガラケーの時代は終わってし

まったと。特に日本の時代が終わったとなると嫌なんですけどね。そんな風潮がしないでもない。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

8 
 

 

乗換案内。 

本当にこの間、正直言って移動が全部ダメージ食らっていますので、われわれも広告はとにかく半

分と。広告代で年間 4 億円は超えていましたので、去年の上期で 2 億円超えるところで、3 月でち

ょっとがたっとなって、そこからもう半分以下ぐらいの話でやっていますので。 

それで、もちろんアクセスもちょっと減っていますね、やはり。ただ、去年の非常事態宣言のほど

ではないですけど、アクセスは減っています。 

ただ、ややこしいのは、ややこしいと言ってはいけませんね。われわれが大変なのは、アクセスが

減ってもダイヤの変更が頻繁にあるので、それに対応しないとユーザーさんからクレームが来るん

ですよね。 

それが昨今で言うと、このゴールデンウイークで 30 日に電車を減便したところ、しなかったとこ

ろで、6 日でかなり減便したけども、混み過ぎで、7 日にまた戻したとか、いろいろありましたけ

ど、それは実は全部社内で対応しています。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

9 
 

多分われわれが一番、対応状況がよかったのではないかなと思っていますけど。それは現場も一生

懸命にやって。 

ですから、意外と作業が多い割に収益が減るという、ちょっとややこしさが今あるのは正直なとこ

ろですから。 

もちろん、グルメとか、グルメぴあを買収したグルメ部門とかですね。それから、オンライントラ

ベルで、社内でも持っていますけど、[音声不明瞭]でもってやっているイーツアーという買収した

ところはやはりあって。イーツアーはひどいもんですよね。もともとちょっといろいろな問題があ

ったんですけど、とにかくコロナが始まってから売上はもうゼロですから。 

ただ、僕はそれでいろいろ中でも話したんだけど、休ませて 6 割休業というのは絶対やりたくなく

てですね。人間 1 カ月休んだら駄目になると思っていますので、もう本当に別の部署でやらせるこ

とで、今はやっていますけど。 

 

今、一番力を入れているデジタルチケット。 
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かなり増えてきています。この間、実は実証実験でいったん終わって、また再開の準備中とかいろ

いろあるんです。今、稼働しているだけでこれだけあるという話ですかね。モバイルチケット展開

という。 

だから、初めは改札機の Justride というソリューションで、改札機ということで動いていたんです

けど、やはり鉄道会社さんから見ると、インバウンドを呼びたいのが一番大きいんですよね。 

インバウンドを呼んで、それで、まだどっちかというと 1 日チケットとか 3 日券とか、そういうも

のでインバウンドの人たちがスムーズにチケットを買うようなことをやっていきたいと。それに向

けて、われわれも国内の利用者にも使ってもらうというかですね。こんなことでやっております。 

 

今現在、16 事業者、43 券種。ただ、これも実際いろいろやってみると、やはりリクエストが当初

思っていたものとは、だいぶ思ったものだけでは済まないというかですね。 

例えば回数券の対応をしてくれないかとか。国内利用者でいうと、回数券のようなものはありがた

いわけですよ。 
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それから、あと、バリデータという読み取り機があるんですけど、いきなりやはりバリデータまで

は持っていけないんですけども、やはり見せるだけというモードよりは、スマホでタッチというモ

ードに持っていきたいとかですね。 

それで、今度もちょうど横浜市でスマホで読ませるということをやりました。今も博多で、福岡で

やっているはずですけど。機械的に、とにかくぴっとやる、やり方でやって。それは、おかげさま

で問題なく、結構なかなかうまくいくねという話では言われていますね。 

これを、もうちょっとこの辺をやりながら、券種を増やしながら。それで、さらに鉄道だけではな

く、施設とか、それから食事とかを携帯で済ませるという、そういうモデルに向かって、一生懸命

やっております。 

券種をだんだん増やして、今のところ本当に投資段階で大変ですけど。ただ、若干トラベルの人間

で余力のあるのもいますので、おまえらは券種をみんな口説いてこいと言って、全国に散らせたり

ということはやっていますけど。 

 

そんなことで、あと、ようやく同一アプリで多言語化までできました。 
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本当は去年の今頃はできていたはずでしたけど、なかなか問題があって。これは地図まで、今一緒

に多言語化をやっていますので。乗換案内という日本の経路だけではなくて、行き方というか、こ

こからどう行くという。 

ただ、今のユーザーさんは圧倒的に経路から入っておられるので、経路でポイントというか、場所

を入れながら、行った先で駅からどう行く、ということで地図が出るというやり方で。当初、ほと

んど利用者なかったのが、だんだん増えてきています。ああ、ここまで乗換案内でもできるんだと。 

それから、インターフェースをもうちょっと直さなければならないところがあるんですけど、マル

チモーダルにもどんどん進んでいまして。まだカーナビのところまではやっていないですけど、基

本的には技術的にはもうできておりまして。渋滞情報とかを入れようとするとコストがかかるので

どうするかを今は考えていますけど。ポイント・トゥ・ポイントでどう行くというところまではや

っています。 

そういう流れの中でバイクシェアとか、いろいろなのと今は連携していますけど。やはり ID 連携

がスムーズにいくことと併せて、決済までという形で今は考えておりますけど。ずっとやっていた

多言語化とマルチモーダルとやっています。多言語は、とにかく 13 カ国語で。 

ただ、オリンピックでいろいろ延びたりして、残念ながら多言語はすんなりとはいきませんけども、

ワールドワイドでのいろいろな連携みたいなものは結構今、話は出ております。 
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まず、バスもとにかく拡充を続けて、乗換案内でバスまでひっくるめて、観光地に行ったときにタ

クシーもあるし、バスもあるみたいなことでやるような形で持っていけないかと思って頑張ってや

っております。 
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バスに関しては、HUB システムでもって、できるだけオープンデータを集めて配信する基盤をつ

くりながら、われわれのちゃんとチェックしたデータも、それは若干事業者にはある程度お金を払

ってもらいながらいただくみたいな形で、今はいろいろ進めております。 

ちょっとインターフェースとか、システムの使い勝手とか、いろいろ直さなければならないところ

はありますけども、HUB システムも着実にやっております。 
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それから、法人は、今までどっちかというと MovEasy とか、Visit とか、バスまでひっくるめたこ

とでバス会社さんのホームページを受けたりなんだりで展開して。 

これも数を増やしていますけど、ただ、Web に関しては成り立つんですけど、アプリに関しては

逆に自分たちのアプリが競合になってしまって、もう乗換案内を使えばうちのバス会社要らないよ

という話なんかが出たりしてですね。 

それはそれでわれわれのアプリが強くなっていくんですからいいわけですけど。そこに今度、バス

ロケーションというか、いつ来るかという情報をひっくるめて、もうちょっと使える、地方でも使

える。 

これは、ただ若干やはりアルゴリズムで直さなければならないところがいろいろありますけど、ど

うしても鉄道優先で引っ張る感じはありますので。1 本で行くところなんかは早く行くために鉄道

を入れたりを[音声不明瞭]して。 

ただ、ユーザーから見ると、やはり第 1 に出てほしいんですよね。だから、第 1 が何なのかが、こ

こでは多少交通機関を乗り継いでも早いほうがいいんだというニーズとですね。いやあ、10 分し

か違わないんだったら、そんなの 1 本で行くよとか。それから、あとはやはり地方に行くと、バス
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の運行時間に合わせて自分が帰ってくるんですよね。だから、そういうところをいろいろ試行錯誤

しながら。 

あとは、もう同じ名前がいっぱいあります。例えば海水浴場なんていう名前が全国に、銀座もそう

ですけどね、ものすごいいっぱいあって。結構対応しているんですけど、海水浴場と入れると、今

は、例えば GPS で拾って近い順から出すというけど、じゃあ、プランニングのときはどうなるん

だという話があってですね。 

それは海水浴場、熱海とやれば、ちゃんと伊豆の熱海が出てきますというけど、それは、だって熱

海ということ知らないんじゃないかとかですね。そういうことをひっくるめて、いろいろなことを、

いろいろな取り組みをやっています。 

 

ちょうどコロナでいろいろやっていくときに、自分たちがオフィスをどう配置するかが一つの目的

ではあったわけですけど。 

バスまで入れているということは、事務所を例えばこういう分散したときに、こういう具合に人を

配置すればいいのではないかということが交通費だったらどうなるのかとか、時間だったらどうな

るかがシミュレーションできて。 
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これを、だからサテライトオフィスシミュレーターという名前で今出しながら販促をしておりまし

て。何社かの話は進んでいるような報告は受けています。 

 

それから、本当にポイント・トゥ・ポイントになった場合に、今まで乗換案内がそうだったので、

駅名だけでやるということで僕はずっとやってきたわけですけど、だんだんその駅名ではなくてポ

イントでいいという話になってきますよね。 

そうすると、旅費精算の概念が多分変わってくるんですよね。今までは駅名を自分で入れていまし

たけども、どこに行くかということだけで済むようなですね、そういう形になってくるので、そう

いう新旅費精算という形で、ようやく 3 月に完成しまして、これも販売活動に入っております。 

コロナでもって会えなかったりなんだりがいろいろあって、新しい商品を出すには結構しんどいと

ころがありますけど。これもあれですね、いろいろ話していく流れの中で、もう Google カレンダ

ーでもって僕らはやっているから、Google カレンダーからそのまま旅費に行けないかとかですね、

そういうお客さんがいたり。 

いや、これは逆に営業部門のチェックになるから、実際に行ったというところの証明と合わせてく

れないかとか、そういう、いろいろなアイデアもらいまして、商品のブラッシュアップ。 
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それから、最終的には今度は会社数とかポイント数の問題になってきますので、それをどこまで広

げられるかという話。あと、社内では共有したりとか、いろいろな問題がありまして、そんなこと

を踏まえながら、新しい商品でこの辺を頑張っております。 

 

それで、もう一つは、自治体と結構いろいろやっておりまして。 

私は実は、MaaS というのは、われわれのような経路検索業者が MaaS の商品を出すこと以外に、

あと大きく二つのチャネルがあると思っていましてですね。 

一つは自治体なんです。実は自治体で入ったときに、バス拡充していくときに、いいや、うちもバ

ス運営しているんだけど、社員が、住民が、バスの時間いつ来るか分からないということで、それ

をちゃんとやってくれればありがたいということから、こうやっていく流れの中で。 

自治体というのは市の広報を出したりとか、いろいろ住民との接触があるわけですよ。そうすると、

自治体アプリということで、今まで紙で渡していたものが全部アプリで分かるような形に持ってい

きたいと。 
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そういう形でインターフェースをやりながら、案外地元向けの新しい企画切符みたいなものができ

たり、観光客を呼んだりとかですね。その MaaS 的な発展系。タクシーとかもありますけどね、

そんなものを持ってて。 

自治体といろいろやっていく流れの中で、自治体のニュースも、市役所で退官された方が自分たち

でニュースをネットで上げたりをしながら、見てくれたらポイントなんていうことをやっている自

治体も実はあられるんですね。ポイントがたまっていくと。 

ただ、ポイントがたまって、出口はどうするかという話になったときに、ある交換サイトで換えら

れるということはやったんですけど、やはりちょっとオペレーションがややこしい話で。もっとす

んなりと行けないかということと。 

あと、町中でもしもっと使えれば、自治体のポイントがもうちょっと現実になると。これは、言っ

てみれば将来的にはお肉券とか、お魚券なんていう話も、紙で配るよりはもう電子マネーで配れる

という流れになってくるということで。 

いろいろ企画のところもそうなんですけど、いろいろお店の開拓とかもやっているんですけど、と

ても実は大変なんですね。PayPay と、もしすんなり換えられるとすれば、そのまま自治体で万歩

計と一緒になったものでちゃんと達成したらポイントがもらえて、コンビニでジュースが買えるこ

とができるじゃないですか。 

そういうことをやるために PayPay さんと話したりして、換えられるような形を作りました。よう

やく。これで何個かの自治体が今、いろいろな実証に入られていると。PayPay さんと換えたら、

楽天さんからも声が掛かり、そういう電子マネーで自治体。 

あとは、大学も実はちょっと話し合っているところがあってですね。授業に真面目に出たらポイン

トが付くと。原資は多分生協さんが出してくれることになると思うんですけど、それで真面目に出

れば学食がただとかですね。そんなことを今。 

多分、だから大学って、大きく言うと新しい MaaS 事業者になっていく可能性がありますよね。

特定の団体とか、ファンクラブとか、そういう。そんな動きを今、MaaS とやりながら考えている

と。 
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それで、そういう流れの中で、顔認証をちょっと、パナソニックさんと組んで、ユーカリが丘とい

う千葉県の山万さんと一緒に。 

これは 10 年以上前に、デジタルフォトフレームの実証実験を、NTT 東と一緒にやったことがあり

まして、山万さんとの付き合いが始まったわけですけど。 

今、ちょうど顔パスでバスに乗ることをやっています。鉄道にも、もうじき入ってくるはずです。

そうすると、意外とキーは、今、エッジの技術がありますので、例えばエッジの中に認証した顔を、

例えば 100 万人登録したとして、特徴データがどのくらいのバイト数、実はそんなにないんです

よね。だから、端末側に情報を全部もってしまって、顔パスができるみたいなことを今、考えてや

っております。 

それで、それが駅の改札もいろいろ既存のインターフェース側が大変なので、そこにちょっとロー

カル 5G を入れてやると。あと、やはりいろいろどこまで認証できるかということで、スピードの

問題がありますので、歩きながらも追い掛けて認証を始めようということをやって。 

多分もうじきその辺全部ひっくるめて、拡大できていると思うんですけど。そんなことをやって。

そうすると、実はこれはテクノロジーとしてはスマートシティのインフラみたいになっていく可能
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性があると。両手で持ったまま歩いて、買い物もできるとかですね。そんなようなことをやってお

ります。 

 

最後に、ジョルダングループの、今期、何とか半期で利益を出せたんですけど、去年の下半期は実

は連結で 5,000 万円くらい赤字になりましてですね、通期では上期に隠れたんですけど。 

もう、とにかく新しいことはもちろんやっているからいいんだけど、とにかくやはり、できるだけ

赤字にしないように、会社の動きをいろいろやろうということで、イーツアーとか、コンパスティ

ービーという関連会社はこんな感じで。 

イーツアーに関しては、いろいろ問題もあって組み替えを始めたところですけど、どうあれ 1 年前

と比べて売上がゼロになってしまったところが一番大きいところで。ほとんど、ただ中の人間を社

内の別部署で動かしたりして、赤字は抑えています。 

コンパスティービーも、売上は半分ぐらいになっていますけど、何とか利益は別でやっております。 
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それから、出版も、ちょっと思い切った見直しをかけました。 

今、とにかく出版業界って非常に難しいと思うんですけど、ただ、ある意味で出版に関しての思い

みたいなものがありまして、取りあえず出版社の経験者を呼んで任せるという形でやっていました

けど、いったんそれはやめて。まず、われわれとしては ICT に関わることが、とにかく一番ネット

ワークづくりをしていきたいと。 

それから、せっかくだから、ジョルダンの社内の活動を出版を通して、やってみないかということ

で。ちょうど去年の年末に「MaaS をめぐる冒険」ということで、われわれがこんなことをやって

きたという話で出したら、実はそれを読んだので、ジョルダンさんこんなことできませんかという

のが随分入ってきていますね、今ね。 

だから、やはりこういうやり方で社内で考えていることをちゃんとまとめていくと、それなりの。

赤字をとにかく減らしながら、広報、宣伝みたいな形で使えないかということでやっております。 

この辺までが、私どもの昨今の状況の報告ということで。 

ご清聴ありがとうございました。 
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岩田：引き続きまして、私、岩田から当第 2 四半期の経営成績の話などをさせていただければと思

います。 

昨日、決算の発表をさせていただいたとおりで、全体的に言うと、ちょうど前年同四半期が昨年、

一昨年の 10 月から昨年の 3 月ということで、おおむねコロナの影響はなしという形の状況で。 

今期が昨年の 10 月から今年の 3 月ですので、途中で緊急事態宣言なども入りましてという半年だ

ったという感じですので。 
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一応、昨対を申し上げますが、大体コロナの影響と思っていただければと思います。 

この 6 カ月で売上高が 15 億 2,200 万円、営業利益が 8,000 万円、経常利益が 1 億 2,700 万円で、

親会社株主に帰属する四半期純利益が 4,600 万円で、状況としては何とか黒字を確保しましたとい

うような形です。 

状況としては、先ほどありましたとおり、特にトラベル、旅行などですね、特に海外旅行など、ほ

とんどゼロになるような状況でおりましたが、何とか対応で、コストを減らすといったような対応

を進めて、当期に関しては何とか最終利益まで含めて黒字でいったん終わることにはなりました。 
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売上のところです。 

主に旅行のところがとにかくとても減りましたという形です。その他、広告のところと、前年対で

すと法人のところが少し減っている仕上がりになっています。 
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少し飛ばして、少し要因の話をさせていただきます。 

今、申し上げましたとおり、売上高に関しては旅行が、新型コロナウイルス感染症の影響を直接受

ける業界でしたという感じで、現状は海外旅行はほとんど売上なし。国内が法人さんですとか、多

少どうしても出張などの需要があるところを何とか拾ってというぐらいになっていますので、これ

でかなり減っています。 

それから、広告のところですね。こちらも電車に乗る人が少なくなっているのは、ニュースでも出

ているとおりなので、その影響で検索回数が減るので、広告の表示回数も減るというところと。 

なかなか、もともと、例えば航空会社さんとか旅行会社さんとか、そういう広告を比較的もらって

いたところもあるので。広告の出し手側の需要もないところで、かなり広告も苦しんだ状況でござ

います。 

法人に関しては、前年の上期よりはかなりよかったというのはありまして、ちょっとその反動とい

う面もあるという感じです。 
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利益に関して言いますと、旅行の仕入高は自動的に減るところがもちろんあります。それから、少

し人件費と外注費等は削減できているかなという感じです。仕事が、特に法人などの仕事とか、開

発の仕事とか、なるべく中でやるような、中でリソースなるべく使ってということも進めた結果、

少しコストの削減はできているような状況です。 

あとは、為替差益が増加したところがあります。 

 

昨日、決算発表と同時に業績予想と実績との差異で発表させていただいています。 

前年と比較すると、コロナのせいですという感じになってしまって、あれなので。もともと大体織

り込み済みだったところもありますので。 

売上高に関しては、もう少し予想との差異でマイナス 7,700 万円で、ここに関しては、もうちょっ

と法人のところが取れるかなと思っていたところが想定ではありましたということで、少しマイナ

スですが。 
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営業利益以下に関しては、コストの削減とかといったところが予定よりうまく進捗したところがあ

りまして。特に経常利益のところは、かなりプラスになって、現状ですと、もともと通期の経常利

益の予想は 1 億円にしているので、通期予想は上回った状況ではあるんですが。 

ちょっと為替差益とか、一過性というか、この後どうなるか分からないことも含めてというところ

がありますので、この後の話につながりますが、いったん通期の予想としては据え置きとしており

ます。 

 

当期通期の業績の見通しです。 

売上高 30 億円、営業利益、経常利益が 1 億円、親会社株主に帰属する当期純利益が 6,000 万円で、

こちらは当初、半年前に発表させていただいたものから、今回は据え置きという形にしております。 
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一応、少し内訳の見直しはしておりますが、ちょっと上期の状況等を踏まえて少し調整はしており

ますが、全体の数字としては据え置きで大体行けるかなというか、ちょっと上振れしているところ

もありますが。 

どうなるか分からないというところもありますので、今のところは据え置きという形にしておりま

す。 

ざっとですが、私からは以上です。どうもありがとうございました。 

司会：どうもご説明ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

司会：それでは、質疑応答に入ります。 

なお、この IR ミーティングは、質疑応答部分も含め、全文を書き起こして公開する予定です。従

いまして、もし匿名を希望される場合は、質問される際、氏名を名乗らないようお願い申し上げま

す。 

それでは、ご質問いかがでしょうか。ありがとうございます。 

質問者：すみません。2 点ほどお伺いさせてください。 

まず 1 点目は、未曽有と言われていますけど、このコロナの状況に関して、佐藤社長のご経験から

すると、過去にどういうものに似ていて、今後どうなるんだと、過去のご経験で、引き出しからど

ういう状況だと今、認識されていらっしゃるのかというのが 1 点目と。 

もう 1 点は、今回のお話ではなかったですけども、例えば Clubhouse みたいな音声サービスが注

目されてきている中で、音声ガイドだとか、交通安全やサービスの中でも音声の可能性に関して、

今の時点でどう認識されているのかというところを教えてください。この 2 点です。 

佐藤：ありがとうございます。コロナの状況は陰謀論的に見ると、世の中を大きく変える流れかな

という見方もできますけど、やはり単純にコロナが起こって、どうなっていくかという話で考える

べきだと思っていまして。 

海外の状況を見ていると、やはりワクチンってある程度、新しいワクチンが出て効果が出ておりま

すので、やはり生化学の進歩というのがものすごく今はありまして。あれですよね、変異株が出て

も結構早めに対応できるワクチンが出ることになってくるとすると、多分あと 1 年くらいで収まっ

てくるのではないかと思っています。 

ただ、この間の大きな流れで、ワークスタイルの変更とか、そこは僕はやはりもう大きく変わって

いくのではないかという思いはありますね。だから、われわれももっと社内をサテライト化しなが

ら。 

ただ、あとは人間というのはフェイス・トゥ・フェイスでないと、なかなかコミュニケーションが

取れないところがありますので、そこをどうやるかだと思っていて。多分、世の中全体がそんな感

じで動いていくのではないかなという感じを持っています。そんなところですかね。 
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それから、音声に関しては、もうちょっと随分最近、音声認識が良くなってきていることに驚いて

います。自分もここに Apple Watch と、今までやっている Bluetooth の Withings、両方持ってい

るんですけど。 

Apple の人とたまに会う機会があったときに、僕は何でも新しいものに飛び付くということで彼ら

も言っていて。ただ、Apple Watch いつになってもやらないので、どうしてですかというのは。時

計というのは、毎晩充電しなければいけないのは時計ではないと思うという話です。 

こっちの Withings は、これで万歩計とか睡眠とか、全部データをもう実は 5 年くらい取っている

んですけど、電池 1 個で 8 カ月ぐらい持つんですよね。それで iPhone と連動すると。 

Apple Watch は今の機能だと言っていましたけど、さすがにアメリカで心臓とか何かの病院との連

携が始まったり。それから、今度は酸素濃度が出るようになりましたよね。酸素濃度になると、さ

すがに欲しくなってやってみて。 

それで、結構便利ですよ、やはりやってみると。電話も、電話で話して、誰々に電話というと、昔、

車で結構 Bluetooth でつながって音声のやつもあったんですけど、電話はとにかく間違いが多くて

かけられないんですよね。それが今は間違いなくストレートにかかるし。Clubhouse はもちろん、

新しい可能性としては考えておりますので。 

ですから、音声はやはり、ちょうど本当に話すだけで自然言語の会話と、Siri もだんだん良くなっ

ていますけど。その辺をいろいろと調べていて、テキスト変換のところに本気で僕らがやると、と

ても大変で追い付かないかもしれないけれども、どうもその後処理で結構できるということは考え

ているんですね。だから、そういう具合に商品は進化していくと思います。これから。そういうこ

とでは考えています。 

質問者：ありがとうございます。 

司会：ありがとうございました。他にご質問、いかがでしょうか。 

ムラカミ：SMBC 日興証券、ムラカミと申します。よろしくお願いします。 

MaaS 事業で、今、ネックとなっていることというのが具体的にはどういったことがあって、それ

を解決するにはどういった手段をお考えになられているかというところと。 

当初、もう既に MaaS の事業、J MaaS をつくられて 2 年近くたちますけども、今までの経験を踏

まえた上で、ここを改善しなければいけないとか、ここはすごくうまくいっているとか、今の評価

を教えてください。 
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佐藤：MaaS は、初めは MaaS Global 社が言った像というのは、本当はあれですよね、予約から

決済まで全部一気にできるというやつですね。 

日本における MaaS って考えた場合に、本当はエアラインとか新幹線までひっくるめて全部でき

ればというのが一番理想だと思うんですよね。それは私もいろいろ考え、いろいろ動きましたけど、

正直言うと、なかなか壁があると。 

でも、ただ企画切符は比較的緩いところはあります。緩いというのは、皆さん積極的なところです

ね。ですから、例えばあるエリアですごくいい企画切符をつくったとしたときに、販売実績ができ

るものは、すごい売上ができるものができたところに、そこに合わせてエアラインなり、JR さん

なりが連携できるという、JR さん以外で私鉄でも予約できる特急とかがありますのでね。 

そういう構図から動かせないかということを、今、考えています。とにかく、正直言うと、今まで

やはり実証実験でユーザーさんとこんなにニーズが強いものかというのは思ってですね。 

Masabi はロンドンの会社ですので、何か 1 個機能をやるときに大変なんですよ、実は。デバッグ

が、時間帯がうまく合わないところがありましてですね、やってきましたけど、大体パーツはでき

てきたので、応えられてきたと。 

ですから、あまり手数をかけずに、売れる企画切符、ある程度数はそろえてバリエーションもでき

てきたので、売れる企画切符をとにかく仕掛けてやろうということで、今、中は頑張っています。 

J MaaS も、正直言うと 1 年間くらい、なかば開店休業みたいなものもありますので、われわれと

してはとにかく企画切符にずっと一生懸命やってきていると。 

そういう流れの中で、やはりお金のところが世界的にちょっと変わってきたというのは、SMBC

様のいろいろやっておられる、ワイヤレスのクレジットカードで入れるようになってきたこともご

ざいますよね。 

そうすると、多分今まで、Suica といういいソリューションが日本にはありますけど、海外の人が

日本に来たときに、海外はクレジットカードで当たり前とか、QR で当たり前になったとき、なん

で日本はこうなんだという話になってくる可能性もあるわけですよ。 

だから、J MaaS としては本当はその辺までのインフラの統一化はできると思うんですよね。そん

な形で、やはり改善というのは、とにかくわれわれとしては旅行のスタイルが変わることを前提に

新しい旅行に向けたパーツをそろえたりしながらやっていくことではないかと思っています。 
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それと、やはり ID 連携みたいなものが、もうちょっとスムーズにいく仕組みが欲しいですね。そ

れもいろいろトライしておりますけど。あと、ユーザーさんの利便性ですか。 

やはり、観光に向けたところが引っ張るというか。例えば相乗りタクシーを一生懸命やっています

けど、そういうものもひっくるめて、多分スマホでプランニングして、スマホで計画立てて、全部

組めるところをとにかくやろうとしてやっております。ということでよろしいでしょうか。 

ムラカミ：そうすると、基本的には決済の統一というところが一つのネックですか。 

佐藤：決済までいくと、なかなか統一できないところはあると思うんですけど。スマホで買えてし

まえば、もうそれで行ければ楽ですのでね。それは思っています。 

ムラカミ：ID 連携というのは、これはどういったところですか。 

佐藤：[音声不明瞭]にやる場合に、ID、パスワードを入れなければならないではないですか。

MaaS 実験ということで、いろいろと事業者さんとやられたときでも、どうしてもなかなかそこま

で行けないんですよね。じゃあ、サイトにリンクしますというと、そこでユーザーが落ちちゃって。

多分もう皆さん、とにかく ID、パスワード、いろいろ管理されるの大変だと思うんですよ。 

いちいち、こういうののたびにそれが入ると非常に重たくなる。ですから、そこを破っていけたら。

でも、そのために、やはりもう販売して伸ばすしかないと思うんですね、今ね。そんなことです。 

ムラカミ：ありがとうございます。あと、コンパスティービーとか、この辺の企業を今後どういう

ふうにされるつもりですか。 

佐藤：僕は、できれば会社単位に、いっぱい会社をつくりたいところがあるんですね。ある意味で

は一緒にやっていますけど、やはりコンパスティービー、アクセス、今もあれですね、IDFA とい

って、Apple が端末情報を渡さなくなったことで、広告をどうやるかとかですね。 

でも、そうは言っても、やはり地図のまわりで新しいアドサーバーを考えている会社もありますし、

そういうところのいろいろの、Facebook が例えばやる場合には、こういう具合にルール変わりま

すとか、やはり広告の視点でやれない、分からないとつなげない広告っていっぱいありますのでね。 

そこはやはり広告、どっちかというと新しいネット広告の方法論を、どんどんやっていくみたいな

ことでやらせたいと思っています。 

ムラカミ：ありがとうございます。 

司会：ありがとうございました。ご質問、他はいかがでしょうか。 
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それでは、ご質問はないようですので、これをもちまして IR ミーティングを終了いたします。 

佐藤社長様、岩田執行役員様、本日はどうもありがとうございました。 

アナリストの皆さんも、ご協力ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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